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旧
江
戸
川
乱
歩
邸
に
残
さ
れ
た
資
料
の
な

か
か
ら
、『
探
偵
ク
ラ
ブ
』
全
一
〇
号
（
新

潮
社
、
一
九
三
二
・
四
～
一
九
三
三
・
五
）

の
合
本
【
図
１
】
一
冊
を
紹
介
す
る
。
こ
の
合

本
は
、青
色
の
布
張
り
厚
表
紙
で
製
本
さ
れ
、

背
表
紙
に
は
「
探
偵
ク
ラ
ブ　

全
」
と
金
文

字
で
書
か
れ
て
お
り
、
上
下
に
太
い
二
重
線

の
中
に
細
い
二
重
線
が
入
っ
た
意
匠
が
施
さ

れ
て
い
る
。

『
探
偵
ク
ラ
ブ
』は
、『
新
作
探
偵
小
説
全
集
』

全
一
〇
巻
（
新
潮
社
、
一
九
三
二
・
四
～
一

九
三
三
・
四
）
の
付
録
と
し
て
発
行
さ
れ
た

雑
誌
で
あ
る
。
山
前
譲
編
・
ミ
ス
テ
リ
ー
文

学
資
料
館
監
修
『
探
偵
雑
誌
目
次
総
覧
』（
日

外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、二
〇
〇
九
・
六
）
は
『
探

偵
ク
ラ
ブ
』
に
つ
い
て
、「
全
集
執
筆
陣
に

よ
る
連
作
小
説
『
殺
人
迷
路
』
の
連
載
、
各

作
家
の
横
顔
や
作
品
論
、
短
編
小
説
、
回
顧

的
随
筆
が
主
な
内
容
だ
っ
た
。
城
昌
幸
、
葛

山
二
郎
、
南
沢
十
七
な
ど
、
全
集
執
筆
陣
以

外
も
短
篇
を
発
表
し
て
い
る
。
第
一
号
の
編

輯
後
記
に
よ
れ
ば
、
全
集
完
結
後
は
独
立
し

た
雑
誌
に
し
た
い
と
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
実

現
し
な
か
っ
た
」
と
紹
介
し
た
上
で
、
総
目

次
を
掲
載
し
て
い
る
。
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資

料
館
で
は
、
全
号
の
コ
ピ
ー
及
び
第
一
号
、

第
三
号
、
第
七
号
～
一
〇
号
計
六
冊
の
現
物

を
揃
え
て
い
る
も
の
の
、『
探
偵
ク
ラ
ブ
』

の
現
存
は
希
少
で
あ
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
リ
フ
ァ
レ
ン
ス（『
リ

フ
ァ
レ
ン
ス
共
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』管
理
番

号
：D160412120559
、事
例
作
成
日
：
二
〇

一
六
・
四
・
二
、http://crd.ndl.go.jp/

referen
ce/d

etail?page=
ref_

view
&
id=1000197146

）
に
お
い
て
、
第

五
号
の
所
蔵
機
関
を
探
し
て
い
る
と
い
う
問

い
合
わ
せ
に
、「
お
探
し
の
巻
号
は
見
当
た

り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
回
答
し
た
と
い
う
事

例
が
確
認
で
き
る
。

　

今
回
発
見
し
た
合
本
に
書
き
入
れ
等
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
第
六
号
の
二
五
ペ
ー
ジ
か

ら
三
〇
ペ
ー
ジ
が
切
り
抜
か
れ
て
い
る
【
図
２
】。

こ
の
箇
所
は
、
延
原
謙
「
探
偵
小
説
の
翻
訳

と
海
外
作
家
（
二
）」
の
最
終
ペ
ー
ジ
か
ら

水
谷
準
「
カ
メ
レ
オ
ン
」
の
第
一
ペ
ー
ジ
に

あ
た
り
、「
江
戸
川
乱
歩
氏
の
横
顔
」
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
三
編
（
平
井
隆
「
二
様
の
性

格
」、井
上
勝
喜
「
江
戸
川
乱
歩
氏
の
横
顔
」、

岡
戸
武
平
「
凝
り
屋
の
乱
歩
氏
」）
及
び
甲

賀
三
郎
「
横
溝
君
の
呪
ひ
の
塔
」
を
含
ん
で

い
る
。

「
江
戸
川
乱
歩
氏
の
横
顔
」
は
人
物
評
の
特

集
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。『
探
偵
ク
ラ
ブ
』
に
は
、

佐
佐
木
俊
郎
の
追
悼
特
集
と
な
っ
た
最
終
号

を
除
き
、
同
時
配
本
の
全
集
執
筆
者
に
つ
い

て
の
人
物
評
「
氏
の
横
顔
」
と
、
次
回
配
本

の
全
集
執
筆
者
に
つ
い
て
の
作
品
評
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
第
五
号
の
「
江
戸
川
乱
歩
氏

の
作
品
」
に
は
、
浜
尾
四
郎
「
江
戸
川
乱
歩

氏
に
就
い
て
」、
大
下
宇
陀
児
「
特
異
な
る

美
の
修
業
者
」
の
二
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
ち
ら
は
合
本
に
残
っ
て
い
る
。

　

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
寄
託
資
料
「
雑
誌
・
新
聞　

切

抜
（
昭
和
六
～
三
五
）」
に
は
、
第
五
号
掲

載
「
江
戸
川
乱
歩
氏
の
作
品
」
と
第
六
号
掲

載
「
江
戸
川
乱
歩
氏
の
横
顔
」
の
、
切
り
口

の
異
な
る
切
り
抜
き
が
、
こ
よ
り
で
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、「
江
戸
川
乱
歩
氏
の
作
品
」

の
切
り
抜
き
の
欄
外
右
側
に
は
、「
コ
ノ
外

合
本
セ
シ
分
に
井
上
岡
戸
両
君
の
文
ア
リ
」

と
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
【
図
３
】。
こ
の
こ
と
か

ら
、
乱
歩
は
、
合
本
前
に
は
「
江
戸
川
乱
歩

氏
の
作
品
」
の
み
を
切
り
抜
い
て
い
た
が
、

そ
の
後
、
今
回
見
つ
か
っ
た
合
本
か
ら
「
江

戸
川
乱
歩
氏
の
横
顔
」
も
切
り
抜
き
、
自
己

へ
の
批
評
と
し
て
整
理
し
な
お
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。『
貼
雑
年
譜
』
第
二
巻
に
は
、

こ
れ
ら
の
批
評
す
べ
て
に
「
袋
」
と
朱
書
き

さ
れ
、「「
袋
」
ト
ア
ル
ハ
「
私
ヘ
ノ
批
評
」

の
ハ
ト
ロ
ン
紙
ノ
袋
ニ
保
存
」
と
説
明
書
き

が
あ
る
【
図
４
】。
乱
歩
が
「
江
戸
川
乱
歩
氏
の

横
顔
」
を
切
り
抜
い
た
の
は
、
合
本
の
制
作

と
『
貼
雑
年
譜
』
の
記
述
と
の
間
の
出
来
事

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。◇

　

全
集
の
付
録
雑
誌
で
あ
っ
た
『
探
偵
ク
ラ

ブ
』
の
各
号
の
奥
付
に
は
、
一
冊
一
〇
銭
の

定
価
と
と
も
に
「
新
作
探
偵
小
説
全
集
の
読

者
に
限
り
無
料
進
呈
」と
書
か
れ
て
い
る【
図
５
】。

ま
た
、『
貼
雑
年
譜
』第
二
巻
に
貼
ら
れ
た『
新

作
探
偵
小
説
全
集
』
の
広
告
（『
朝
日
新
聞
』

一
九
三
二
・
四
・
一
一
）【
図
６
】
で
は
、「
全

読
者
に
無
料
進
呈
」
の
「
新
探
偵
雑
誌
」
と

し
て
『
探
偵
ク
ラ
ブ
』
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

「
本
全
集
の
作
者
十
氏
を
初
め
、
／
斯
界
総

動
員
の
執
筆
に
成
る
／
四
六
版
四
〇
頁
の
小

型
本
な
が
ら
内
容
は
一
粒
選
り
／
興
味
百
パ

ー
セ
ン
ト
の
新
雑
誌
! !
」と
謳
わ
れ
て
い
る
。

『
新
作
探
偵
小
説
全
集
』
は
、
刊
行
順
に
、

甲
賀
三
郎
、
森
下
雨
村
、
大
下
宇
陀
児
、
横

溝
正
史
、
水
谷
準
、
江
戸
川
乱
歩
、
橋
本
五

郎
、
夢
野
久
作
、
浜
尾
四
郎
、
佐
佐
木
俊
郎

  
旧
乱
歩
邸
蔵
『
探
偵
ク
ラ
ブ
』
全
一
〇
号

　
　
（
新
潮
社
、一
九
三
二
・
四
～
一
九
三
三
・
五
）合
本
、切
り
抜
き
あ
り
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【図1-1】『探偵クラブ』合本
（立教大学江戸川乱歩記念
大衆文化研究センター蔵）
書影

【図1-2】『探偵クラブ』合本
（立教大学江戸川乱歩記念
大衆文化研究センター蔵）
背表紙の意匠

ら
の
書
下
ろ
し
長
編
小
説
を
連
ね
た
全
集
で

あ
る
。
こ
の
全
一
〇
巻
の
う
ち
、
第
五
回
配

本
・
第
七
巻
と
し
て
一
九
三
二
年
一
〇
月
に

刊
行
さ
れ
た
水
谷
準
『
獣
人
の
獄
』
を
除
く

九
冊
が
、
乱
歩
旧
蔵
資
料
と
し
て
立
教
大
学

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
【
図
７
】。
江
戸
川

乱
歩
『
探
偵
小
説
四
十
年
（
上
）』（
光
文
社

文
庫
、
二
〇
〇
六
・
一
）
に
よ
れ
ば
、
甲
賀

三
郎
が
新
潮
社
に
持
ち
込
ん
だ
企
画
で
あ

り
、
当
時
の
『
文
学
時
代
』
編
集
長
の
佐
佐

木
俊
郎
の
尽
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
だ

と
い
う
。
し
か
し
、「
書
き
お
ろ
し
六
百
枚

と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
大
仕
事
で
、
は

じ
め
の
方
の
配
本
の
人
は
一
と
月
か
二
た
月

し
か
余
裕
が
な
く
、
最
後
の
配
本
の
人
で
も

半
年
し
か
余
裕
が
な
か
っ
た
。
ほ
か
の
仕
事

も
し
な
が
ら
書
く
の
だ
か
ら
、
多
数
の
作
家

に
は
無
理
な
注
文
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
乱

歩
は
、『
蠢
く
触
手
』
が
岡
戸
武
平
の
代
作

で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

　

乱
歩
は
一
九
三
二
年
三
月
に
二
度
目
の
休

筆
宣
言
を
し
て
お
り
、
そ
の
当
時
の
新
聞

（『
東
京
新
聞
』
一
九
三
二
・
三
・
一
八
、『
大

阪
朝
日
新
聞
』
一
九
三
二
・
三
・
一
八
）
で

は
社
会
面
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
を
『
貼
雑
年

譜
』
第
二
巻
に
記
し
て
い
る
【
図
８
】。『
探
偵

ク
ラ
ブ
』
に
掲
載
さ
れ
た
乱
歩
署
名
の
文
章

は
、「
巡
り
来
し
長
篇
時
代
」（
第
一
号
）、「
大

下
君
の
長
篇
小
説
」（
第
二
号
）、「
殺
人
迷

路　

第
五
回
」（
第
五
号
）、「
夢
野
久
作
氏

の
作
品
に
就
い
て
」（
第
七
号
）、「
映
画
に

な
つ
た
「
姿
な
き
怪
盗
」」（
第
七
号
）、「
探

偵
小
説
界
の
為
に
惜
し
む
」（
第
一
〇
号
）

の
六
作
、
そ
の
う
ち
創
作
は
リ
レ
ー
形
式
の

連
作
小
説
「
殺
人
迷
路
」
の
担
当
回
の
み
で

あ
る
。

　

第
六
回
配
本
・
第
一
巻
と
し
て
一
九
三
二

年
一
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
蠢
く
触
手
』
を

予
告
す
る
第
五
号
の「
編
輯
後
記
」で
は
、「
次

回
配
本
は
江
戸
川
乱
歩
氏
。
既
に
も
う
原
稿

は
編
集
部
に
届
け
ら
れ
て
居
り
ま
す
。今
春
、

新
聞
雑
誌
へ
の
寄
稿
を
当
分
中
止
す
る
旨
声

明
せ
る
氏
の
、
今
年
度
に
於
け
る
唯
一
の
創

作
で
す
。
一
ヶ
月
後
を
ご
期
待
下
さ
い
」
と

乱
歩
の
新
作
へ
の
期
待
感
を
煽
る
と
と
も

に
、「
殺
人
迷
路
は
例
に
よ
り
次
回
配
本
の

江
戸
川
乱
歩
氏
。
し
か
も
、
氏
が
こ
の
連
作

小
説
に
非
常
な
興
味
を
持
た
れ
た
こ
と
に

は
、
自
ら
進
ん
で
、
従
来
の
倍
以
上
の
枚
数

を
お
書
き
下
さ
つ
た
こ
と
で
す
。
で
、
そ
の

た
め
、「
探
偵
小
説
中
の
名
探
偵
」
と
、
そ

の
他
に
も
、
も
一
つ
だ
け
組
置
に
せ
ざ
る
を

止
む
な
き
に
立
ち
到
り
ま
し
た
。
筆
者
に
お

詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
」
と
、「
殺
人
迷
路
」

執
筆
へ
の
乱
歩
の
意
欲
を
伝
え
て
い
る
。『
探

偵
ク
ラ
ブ
』
か
ら
は
、
休
筆
中
の
乱
歩
の
新

作
を
切
望
す
る
当
時
の
探
偵
小
説
関
係
者
の

空
気
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
記

　

ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
の
所
蔵
資
料
に

つ
い
て
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
資
料
館
・
赤

川
実
和
子
氏
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る
。

米
山　

大
樹



2019年 3 月30日【13】

【図２】『探偵クラブ』合本、立教大学
江戸川乱歩記念大衆文化研究センター
蔵）第六号切り抜き跡

【図3-1】『探偵クラブ』第五号（「雑誌・新聞 
切抜（昭和六～三五）」立教大学江戸川乱歩
記念大衆文化研究センター寄託資料）p.25

【図3-2】『探偵クラブ』第五号（「雑誌・新聞 
切抜（昭和六～三五）」立教大学江戸川乱歩
記念大衆文化研究センター寄託資料）p.26

【図3-3】『探偵クラブ』第六号（「雑誌・新聞 切抜（昭和六～三五）」
立教大学江戸川乱歩記念大衆文化研究センター寄託資料）p.26-27



2019年 3 月30日 【14】

【図4-2】『貼雑年譜』第二巻（立教大学江戸川乱歩記念大衆文化
研究センター寄託資料）p.266 

【図4-1】『貼雑年譜』第二巻（立教大学江戸川乱歩記念大衆文化
研究センター寄託資料）p.265

【図５】『探偵クラブ』合本（立教大学江戸川乱歩記念大衆文化
研究センター蔵）第六号奥付



2019年 3 月30日【15】

【図６】『貼雑年譜』第二巻（立教大学江戸川乱歩記念大衆文化
研究センター寄託資料）p.273

【図７】『新作探偵小説全集』第一～六、八～九巻（立教大学
江戸川乱歩記念大衆文化研究センター蔵）書影

【図８】『貼雑年譜』第二巻（立教大学江戸川乱歩記念大衆文化
研究センター寄託資料）p.771 


